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平成27年1月7日（水）　　　　司会：佐々木　弘子　　記録：三浦　綾
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	吉田
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
■1/9(金)14時より､体験学習にて精神保健福祉士取得予定の学生が実習予定。

■1/12(月)より､デイケアにて根地戸　恵様　利用開始予定。
■1/15(木)､デイケアにて関向　智様　1日体験利用予定。

＜利用者情報＞

繁名　和恵　様～来所予定時刻になっても来所しない為､電話連絡を実施。｢お尻からお腹に､精神感染があって｣｢皮が一枚剥がれた時みたいに､ひりひりするの｣等と不調を訴えていたものの､来所することが出来ている。来所後も､｢お尻がひりひりする｣等と不調を訴えるが､随時傾聴し､デイケアにて過ごすことが出来ている。

稲垣　ふき　様～頭痛等の身体不調を訴えているものの､プログラムへ参加することが出来ている。また､特定利用者が近くにいると､小声で｢他に部屋が欲しい｣等とつぶやくことがある。しかし､特定利用者とトラブルに至ることはなく過ごしている。

馬渡　武光　様～昼食時､他利用者が残した肉の脂身を盗食しているところを職員が発見。振り返りを実施するも､無言で脂身を食べ続けていることがあり､再三説明が行われている。
カンファレンスシート（田中　宏明　様）

実施日：H27年1月8日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　担当チーム：川井さと子・三浦綾・戸賀沢眞貴子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：川井､小林､佐々木､油津､小屋敷､吉田､三浦

検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	田中　宏明様
	性別
	男
	年齢
	28
	生年月日
	昭和61年6月19日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得

身体機能の維持・向上

対人関係の改善

	本人希望
	コミュニケーション能力の向上

就労するための知識を身に付けたい

	家族希望
	特になし

	入院歴
	計　0回（最終：　年　月　日～　年　月　日）

	通所歴
	　2回目

· 前回：平成20年10月1日～平成23年9月1日

· 今回：平成26年12月8日～現在　　（週1回/月曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：
	家族構成：

両親と障害のある妹と4人暮らし

	利用制度
	障害者手帳2級
	障害者年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

	備考：特記なし


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	コミュニケーション能力の向上。

就労するための知識を身に付けたい。
	①ストレスを溜め込まず、スタッフに相談し対処する。


	①悩みがある時はスタッフへ相談し気持ちをスッキリさせる。
	①自分から不安、ストレスについて相談し、対処法について考える。スタッフは、不安、ストレスがないか確認し、対処方法を一緒に検討していく。

	
	②就労のために、他者と円滑に交流を持つ事が出来る。
	②就労に向けて、就労支援プログラムで的確な内容で発言する。
	②就労支援プログラムで積極的に発言する。スタッフは参加状況を確認し、出来ている事を評価し本人が自信を持てるよう伝える。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度70％）
	今後の対応

	①悩みがある時はスタッフへ相談し気持ちをスッキリさせる。
	自宅で行っているパソコンの仕事が少なくなったとの事で、引きこもり防止のためとコミュニケーション能力を向上させたいとの理由でデイケア利用開始となっている。利用開始日は緊張している様子が見られ、本人も緊張していると話されていたが、徐々に顔見知りやパソコンが趣味なメンバーとの交流が見られるようになっている。
	地域生活において自分のペースで生活することが出来ており､現在目立つ問題や､大きな悩みはない。対人交流においても､自分の趣味･特技を生かし､話題を提供し合って交流することが出来ている。しかし､デイケア利用日以外は自宅で引きこもっていることが多いとのことであり､徐々に利用日を増加(春頃より月･水･金の利用にしたいと希望がある)し､活動性の向上を図っていく必要がある。

	②就労に向けて、就労支援プログラムで的確な内容で発言する。
	就労支援プログラムでは、積極的な発言見られている。内容についても的確な内容で話すことが出来ている。他者からも褒められている。
	相手の会話の意図を捉え違えることで､時折会話の内容が食い違うことがある。上記を理由に､以前アルバイト等をしていた際に対人関係において失敗し､退職することがあった。本人としても､雇用関係を結ぶような職場に就職することは､現状としては考えていない様子。しかし､今後､就労訓練施設等を利用して徐々に雇用関係のある職場へ就職したい気持ちがあるのか､もしくは現在の個人のCGグラフィック作成の仕事を続けていきたいのか､ニーズを把握していく必要がある。どちらにしても､就労におけるコミュニケーションの向上､マナー等の知識を習得することが必要である為､就労支援プログラムにて支援を継続していく。

	その他
	以前デイケアを利用していた際は､エアロビクスに参加しており､今回も参加してはどうかと勧めたものの､｢今回はちょっと…｣と断っている。
	現在の体力を維持･向上していく為､本人へ必要性について伝えた上で､エアロビクス等の運動療法の導入について勧めていく。利用日である月曜日に行っているエアロビクス中級が難しいと感じている場合は､今後デイケアの利用日を増やした際､金曜日に実施している初級に参加していただくよう勧めていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	コミュニケーション能力の向上。

仕事を続けていく為の知識を身に付けたい。
	①ストレスを溜め込まず、スタッフに相談し対処する。


	①悩みがある時はスタッフへ相談し､解決する。
	①自分から不安、ストレスについて相談し、対処法について考える。スタッフは、不安、ストレスがないか確認し、対処方法を一緒に検討していく。

	
	②仕事を続ける為に、他者と円滑に交流を持つ事が出来る。
	②就労支援プログラムで的確な内容で発言する。
	②就労支援プログラムで積極的に発言する。スタッフは参加状況を確認し、出来ている事を評価し本人が自信を持てるよう伝える。


